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考へ，その爆嚢鮎は太陽面の何れの部分にあるかといふに，筆者の調査した
結果によれば太陽自轄1運動の赤道加速と圖面の曲線が始め直線に近く，後に
漸次傾斜が甚しくなつてゐることよ鉱次の様なことが云へるであらうと思
ふ。帥ち爆獲鮎は始め赤道附近に獲生し，後，漸次北又は南へ移動し，（圖面
にS又はNと符號が記入してあるのは，その移動方向を調べて記λしたも
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のである，）且つその位置が太陽の見掛けの巾心より約40度以上（これは圖面
の曲線の終尾の傾きと太陽の緯度別による自轄速度及びその日の太陽の物理
表Bの三等よゆ算出しだ値である）偏する様になれば，爆爽現象が起きても．
その方向が地球の方向より外れる潅め，D現象は獲現しなくなるものと認め
られる．これは，壁面の1，2，3，4の各曲線が常にBの値が最大となる頃
に潰失して，その後その系統のD現象が爽現してみないことにより薄明し
得らるることと思ふ・
　又，下面につき，これと観察法を攣へて，D現象は曲線を中心として前後
約3日間の範圏内に於てのみ出現してみることが認められるであらう．これ
を太陽の平筆に換算すれば，爆獲黙が中央子午線の東西約40度の範園内にあ
る叩合のみ，D現象が出現してみると云ふことが出來，南北の場合とよく一一一
致するのである．
　　　　　　　　　　　D現象と太陽黒黙その他の平野
　b現象さ太陽黒貼との關係は，叢に詳しく報告ずる迄に至らないが，早計
的に調べた結果に依れば，全般的に見て，下鮎相字凧が雫日よ＠野々大なる
日にD現象が多く襲現して居り，又，個々の野合につき比較すると，D現
象獲二巴日の相封敷は薗日及び翌日の相封撒に比して大なる揚合が多いこと
が明かとなった。これはD現象の根源が太陽にある”つの讃i縁であり，叉，
問題解決上重要な手掛のとなるであらうと思ふ
　又，地球早早や地電流の攣化も黒黙思封敏と同様，禰妙な日よりも梢々縫
化の大なる日にD現象が多く獲現し．て居り，又，D現象斜里聖日の攣化度
は，前日及び翌日に比して大なる場合が多いことが判明した．
　その他，磁氣嵐との憎愛，天候の關係，電離暦の早態，D現象の影響を受
ける電波長や通信路等色々な問題があるが，天文と直接關係が薄き故殿には
省略する．
　以上，何れも過宏の記録より続計的に調べた結果による推測であるが》こ
れにより電波異鍵の謎の扉の一枚は開かれたものと信じる．更に奥にある若
干の扉が開けて，この謎の移相が判明するのも濯い將來ではあるまいと思ふ．
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